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おめでとう!!最優秀賞受賞!! 

私たちは虹の松原再生・保全活動に 
取り組んでいます 虹松まもる君日記!! 

 私達は、昨年の4月から活動させて頂いていま
す。昨年2回、今年は6回しましたが、少しずつき
れいになっていくのが励みとなって頑張っていま
す。 
 白砂青松の美しい松原を守っていくことに、少し
でもお手伝いができればと思い、これからも活動
を続けていきたいと思います。 

株式会社九州建装 
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～食育フェスタ!! ～ 
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唐津市で食育のイベ
ントが開催されたよ!! 

今月のクイズ… 
『松柏』と書いてなんと読むでしょう 。(答えは裏を見てね!!) 
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 唐津南高等学校松露プロジェクトチームが「平成25年度森林の流域
管理システム推進発表大会」の高校生の部で最優秀賞を受賞されま
した。最優秀賞は、平成20年度以来、2度目の受賞です。 
 毎週金曜日に行う再生・保全活動で集めた松葉や枝、松ぼっくりを
木質バイオマスとして有効活用する内容や積極的な活動、データの
整理等が高く評価されての受賞でした。 
 今後も活動を続け、後輩にしっかり引き継い 
でほしいと思います。おめでとうございました!! 

 きなこ作り体験もでき 
たよ!!会場内にきなこの
良い匂いでいっぱいだっ
たよ!! 

お箸マスターにも挑戦し
たよ!!小豆は失敗したけ
ど、マカロニはできたよ!!
難しかったなぁ～…。 

キノコ探し隊! 
 11月10日(日)、佐賀林業試験場の前田先生と、福岡からお越しいただいた芦刈先生のご指導のもとキノコの
観察会を行いました。毎回人気のキノコの観察会、今回も沢山の方にご参加いただき、楽しい観察会になりま
した。約21 種類のキノコが見つかりました。虹の松原には食べれるキノコも、毒キノコもあります。どのキノコが
美味しく食べることができるかなども教わることができました。今回は、ショウロ（松露）を見つけることができま
せんでした。幻のキノコと言われるショウロが沢山出てくるような白砂青松の松原にしたいですね!! 
 

まずは、
たべんば
くんの顔
出しパネ
ルで記念
に１枚
(^○^)!! 

きなこ餅食べ
たいなぁ～… 

 ウルトラマンも来てい
たよ!!色んな体験をしな
がら食の大切さを勉強
できて、楽しい１日だっ
たよ!! 

 見分け方が 
難しいなぁ… 
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 ～楽しみながら環境と防災を学ぼう～ 
〇開催日時：平成26年1月26日（日）10:00～15:00  

〇場所：相知交流文化センター 

〇内容：各団体の環境・防災パネル展示 

     おもちゃのかえっこ、非常食試食 

     消防・自衛隊による車両展示 

     電気自動車試乗会 等盛りだくさん!! 

○雨天時：決行  

教えて、川浪先生！【連載19】 

11月の再生・保全活動の状況！ 

NPO法人唐津環境防災推進機構KANNE（かんね） 
  〒847-0013 佐賀県唐津市南城内2‐6 

 TEL 0955‐80‐7060 FAX 0955-80-7061 E-mail nijimatsu-kanne@psc.bbiq.jp 

 http://www.karatsucity.com/~kanne/pine_field/ 

 ※私たちは虹の松原保護対策協議会の委託を受け、松原の再生・保全活動に取り組んでいます。 

【団体】 156 団体(±0団体） 

【個人】 47 人（±0人） 

【人数】 5855人 (±0人）  平成25年11月30日現在 

再生・保全活動登録者の動き！ 

【団体】 のべ  22 団体  
【個人】 のべ   9人     ※当会が把握している 
【人数】 のべ   830人         情報により 

 再生・保全活動とは、白砂青松の美しい虹の松原に 

育て守って行こうという活動です。具体的には、松の 

落ち葉をかき集めること（松葉かき）や除草作業です。 

 
 

・どなたでも活動に参加できます！ 

・好きな時、好きな時間に活動ができます！ 

・道具等も準備します！ 

・ボランティア証明書も発行できます！ 

・ボランティア保険にも加入します！ 

       （費用は当会が負担します） 

① 

イベント情報 

 虹の松原の写真館 

 伊藤園様から頂いた寄付金で、新しい道具を購入

させて頂きました。今回は、子ども用の手袋 150双、

ねじり鎌 50本、左手用ねじり鎌 10本、片手三本鍬 

10本、活動時等に使うのぼり旗20本を購入しました。

ぜひ、ご活用ください。 伊藤園様ありがとうござい

ました。大切に使わせて頂きます。 

 虹の松原の良い所を沢山の方と共有しませんか？ 

皆様の「虹の松原の中のお気に入りの場所」や「他

の方にも紹介したい場所」など、とっておきの場所を

紹介するコーナーです。 

 とっておきの場所の「写真」と「紹介文」を下記まで、

メールまたは郵送で送ってください。ご協力をお願い

いたします。 

新しい道具が増えました!! 

  

 ☆今月のクイズの答え☆  

     『しょうはく』(常緑樹・節を守って変わらない例え) 

 枝葉を切ると悪臭を発するために、正月や節分に、こ

の枝葉をイワシの頭とともに扉に挿して邪気を払う習慣

がある。そのためこの木を「扉の木」、と呼びこれが訛っ

て「トベラ」となった。 

 海岸の崖地などに生育するが、乾燥に強いことから庭

園や公園道路などに広く栽培されている。初夏の頃香

りのある白い花を咲かせる。花はそのうち黄色に変わり、

球形の実がなる。実は熟れると、美しい赤橙色の粘り

気のある種子が出てくる。小鳥がよくついばんでいる。

虹の松原や神社の境内などでも見られる。この木の面

白いのは、海岸の崖地や岩場などの葉は陽葉をつけ、

林内の葉は陰葉をつける。陽葉は、幅が小さく革質で

非常に厚く、葉の縁が裏側に反転する。陰葉は幅が大

きく、草質で薄く、葉縁が反転することが少ない。強い紫

外線と潮風をうける陽樹と森の中で見る陰樹はまるで

別種の植物のようである。さて、虹の松原内のトベラは

どちら？ 

今回はトベラ(トベラ科)についてのお話です。 

「松枯れ…」（紹介者：こたつ犬さん） 

散歩をしていると、マツが伐採された跡がちらほら…

昨年よりも多く感じるのは気のせいでしょうか??松く

い虫の被害が大きくならないと良いです。 

間伐材を使った積木やヒノキの箸づく

りなど沢山体験ができるよ!!ハローキ

ティの環境に関するビデオ上映もある

 ■ 第8回かんねまつり■ 
 

再生・保全活動をしてみませんか⁉ 

一定区画を受け持って 
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